
シャッターチャンス このコーナーでは市のさまざまな情報を
写真で紹介します。
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(参照:環境省パンフレット｢おしえて！地球温暖化｣)

猛暑､平均
気温の上昇 台風､豪雨 洪水 土砂災害

農業不作 干ばつ海面水位
上昇

水産業期
の変化

自然生態系
への影響

　2015年の国連サミットで採択された､2030年までに達成を目指す国際目標です。貧困や気候変動な
どの世界的な課題を解決するために、｢誰ひとり取り残さない｣という理念のもと､17の目標と169のタ
ーゲットが設定されています。このコーナーではそれぞれの目標と取り組みについて紹介していきます｡

10人に一人が貧困？
　世界には極度の貧困状態(一日約200円)で暮らす人が約7億3,600万人もいます｡世界の人
口が約76億人なので､10人に１人が極度の貧困状態です｡
日本の貧困と吉川市の取り組み
　貧困は遠い国の問題ではありません。日本でも７人に１人が貧困に苦しんでいると言われて
います。また、近年は子どもの貧困やひとり親家庭の貧困が深刻化しています。吉川市では、子
どもの貧困対策やひとり親家庭の支援、生活困窮者の自立支援など、貧困をなくすための取組
みを実施しています。
私たちにできること
　｢赤い羽根募金｣などへの募金や子ども食堂への食材の寄付なども、個人でできる取り組み
の一つです｡

吉川橋の暫定供用
3月26日から､架け替え工事がされた吉川橋の暫定利
用が始まっています｡橋のたもとには徳江橋(初代吉
川橋)のプレートもあり､当時の様子をうかがうこと
ができます｡工事完了は令和4年春頃の予定です｡

新たなスタートに向けて

青空シェイプ､青空ヨガ
4月1日からおあしす屋外で青空シェイプ(毎週木)､青
空ヨガ(毎週金)がスタートしました｡春の暖かな日差
しの中､開放感あふれる会場では､参加者のいきいき
とした顔がうかがえました｡

青空の下で気分爽快 !

吉川市みらいステップアップ助成金実績報告会
4月26日､令和2年度助成金を活用して事業を実施し
た団体から活動実績をご報告いただきました｡今後も､
地域課題の解決を図るために新たに設立した団体や､
新たな事業展開を図る団体を支援していきます｡

地域課題の解決のために

インスタグラム桜フォトコンテスト
｢吉川の魅力的な桜の写真｣をテーマにインスタグラム
を活用したフォトコンテストが開催されました｡200
点もの魅力あふれる写真の応募が寄せられました｡(写
真は観光協会会長賞｢春夜の散歩｣撮影者:Yohoさん)

＃よしかわのさくら

6月は環境月間　～できることから はじめてみよう～
　国では6月を環境月間とし､環境保全について考え､意識を高める期間としています｡
　近年､国際的にさまざまな環境問題への関心が高まり､日本でも｢2050年までに温室効果
ガスの排出量を実質ゼロにし､脱炭素社会の実現を目指す｣との政府方針が示されました｡
　吉川市を含む埼玉県東南部地域5市1町(草加市､越谷市､八潮市､三郷市､吉川市､松伏町)
においても､｢ゼロカーボンシティ共同宣言｣を行いました。
　その他にも､市では昨年度｢吉川市エネルギービジョン｣｢吉川市環境保全指針｣を策定･改
定し､環境政策に関する基本的な方向性が定まったところです｡
　今月号ではこれらの概要を紹介しつつ､一人ひとりがすぐに取
り組めるごみの出し方や減量について取り上げます｡

なるほど！ S D G S 小さなことから
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目標 1
貧困をなくそう

　環境省において､2050年に二酸化炭素を含む温室効果ガスの排出量を実質ゼロにすることを目指
す旨を表明した地方自治体をゼロカーボンシティとしています。
　今後､各市町の担当部署により｢(仮)埼玉県東南部地域ゼロカーボン推進チーム｣を設置し､再生可
能エネルギーの利用推進、廃棄物の削減、これらの普及・啓発などの共同取組を検討していきます。

詳細は
こちら

その1 ゼロカーボンシティを表明

　今のペースで温室効果ガスが排出され続け､地球温
暖化が進むと､さまざまな気候変動の影響が生じるこ
とが予測されます｡未来のためにも､地球温暖化を食い
止め､その影響を小さくしていく必要があります。

このまま地球温暖化が進むと…

　二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的
な発生による排出量と､森林などの吸収によ
る除去量との均衡を達成することとされてい
ます。

｢実質排出量ゼロ｣とは

5市1町の首長が宣言書に署名しました

排出 吸収
±０に！

ゼロ


